MRI拡散テンソル画像を用いた頸椎症性脊髄症に対する手術効果の予測 by 有馬, 大紀
 氏     名   有馬 大紀 
学 位 の 種 類   博士（ 医学 ） 
学 位 記 番 号   第 6252号  
授与報告番号   甲第 3537号 
学位授与年月日   平成 28年 3月 22日  
学位授与の要件   学位規則第４条第 1項該当者  
学 位 論 文 名   Prediction of Efficacy of surgical intervention in patients with Cervical 
 myelopathy by Using Diffusion Tensor 3T-magnetic Resonance Imaging 
 Parameters 
(MRI拡散テンソル画像を用いた頸椎症性脊髄症に対する手術効果の予測) 
論文審査委員   主 査  大畑 建治  教授   副 査   中村 博亮   教授  
          副 査  三木 幸雄  教授 
 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
 






【対象と方法】頚椎症性脊髄症 16例（男性 7例 女性 9例 平均 62.8歳）を対象とし、術前に DTI
を撮像して MDおよび FAを測定した。手術治療については、10例に頸椎前方除圧固定術、5例に頸椎
後方除圧（椎弓切除あるいは椎弓形成）、および 1例に前後合併手術が実施された。ADL評価として、
術前・後の Neurosurgical Cervical Spine Score(NCSS)および Recovery Ratio(R.R.)を算定した。
脊柱管狭窄の最も強い脊椎レベルで MDおよび FAを計測し、ｚスコア変換して定量評価した（MDz, 
FAz）。 
 
【結果】圧迫椎間における MDzと、術前 NCSS（ｒ=0.62 p=0.01）、R.R.（ｒ=0.59 p=0.015）には正
の相関が認められた。FAzと術前後の NCSSおよび R.R.についてはは明らかな相関を認めなかった。
ROC曲線 AUC解析では、MDzが 0.91、FAzが 0.78であり、MDzの優位性が示唆された。MDｚのカット





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 





















推測された。特に MD-z の手術予後予測因子としての有用性を示したことは、DTI を用いた脊髄研究
についての新たな知見である。 
  
 以上の研究結果は、DTI が変形性脊髄症の手術効果の予後予測のための新たな検査手法として発
展しうることを示した重要な臨床的研究である。よって本研究は、博士(医学)の学位を授与されるに
値するものと判定された。 
 
